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1.序 論

2.実 験
試料は､真空に引かれた容器の中に入れ､電気炉で､110O●Cで6時間かけて溶かし､
これを 800●Cで約1週間焼鈍した｡その場末のX線回折から計算した格子定数の濃度変
化をFig.2に示す｡ rIgC
0.75以上でC15型､そのoa

にR原子を入れていくと､xが0.4あたりまではC14型､xが

閲はC14型とC15型が混合していることが分かった｡C14型の

格子定数を(JFalc)liで計算LC15型と並べて見ると､それほど大きな違いはない｡史に､

C14型の領域の格子定数はあまり変化しない｡

NMRの珊定は､零磁場のspinecho法で行い､測定温度は4.2Kである｡又､磁化測定
は振動法を用いた｡

3.芙験結果及び考察

Fig･3に､ひ一gトxGdx)C02の59co核のNMRO桐 結舶 示す｡低周波1,qt高周波側に
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2つのsignalが観潮された｡緩和時間やBushoHl)のdataとの 比較からこ れら は 59coのもの

であると考えられる｡低周波側のpeakはGdを加えていくと､低周波側にSlliftしていき､

結晶構造の変わる0.6あたりから､今度は高い方にshiftしていく｡高周波側と低周波側

のIntensityの比がほぼ､3:1になっていることから､これらのsignalはそれぞれ､Co

の6hsite及び､2asiteのものと考えられる｡これらを更に詳しく調べるため､これら
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変化する｡更に､磁化測定の結果から､これらの試料は､Ferroであり､磁気モーメント

やキューリー点は､Gdを加えるに従って減少することが分かった｡

TbやYを加えた時も､同様な変化をし､その結果をFi8.4に示す｡R原子を加えると､

R原子の磁気モーメントに応じて､内部磁場は2asiteで大きく減少する｡ところが6h

siteは､余り変化しない｡これは､6hsiteは2asiteに比べ､R原子からの距離が遠

くnearestneighbor(n.∩)の佃数も少ないことによると思われる｡

この結果を解析する為次の様な仮定をした｡

こ:hTf,'C芸議 .pifZcnb2e'p｡la",!za+ti.n"良;る芸を､第2項はn.nによる寄与であ
(1)

り内部磁場の結合定数をAとすると､この2つの項は､次の様に表現出来る｡

H + H (2)

更に…p第3項露 呈bP,cbOの寄与の項であり､内部磁場｡結合定数をBとすると､R原子

の磁気モーメントに比例する｡

H =Bp R (3)
又､第4項はSip｡Ia,field､第5項はL.,entzfieldであり､これらの値はかなり小さ

いので､無視してもよい｡これらから求めたbestfitのparameterをTableIに示す｡こ

れらを用いて計算したものはFig.5の

実験値とよく合う｡内部磁場結合定数

Aは､C15とC14型ではわずかに違う

が､Bは6hsiteの方が2asiteに比

べ小さい｡このことより､6hsiteは

R原子の影響が小さいことが分かる｡
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TableI.

type C15 6h C■14 2a

〝co (〝B) 1.02 I.93 1.28

A(hoe/PB) -108 -95 -95

のC14型の領域では､6hsiteに比べ2asiteの方が､距離やn.nの数の追いから-:R原
子の影響を受けやすいことが分かった｡更にR原子をそのままにしておき､Coを他のAlや

Niで置換すると､6hsiteの方がCo原子の影響を受けやすいことが実験により確認されて

いる｡
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